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１．研究開発プロジェクト名 

「共棲ロボット」との親密な関係形成におけるELSIに関する越境型文理融合研究 

２．研究開発実施の具体的内容 

２‐１．研究開発目標 
本プロジェクトは、「共棲ロボット」との親密な関係形成におけるELSIに、法学者・ロボ

ット工学者・認知心理学者・文化人類学者によって構成された研究チームが、「共棲ロボ

ット」を開発・供給する企業の協力を得ながら取り組むことにより、人と「共棲ロボッ

ト」の双方がより望ましい状態へと変化し続けていくことを可能とするための法制度及び

ロボット技術者倫理について、定量的研究及び定性的研究の双方を統合的に用いて得られ

た実証的なデータに基づいて、実践的な形で明らかにすると共に、その検討過程において

他の先端科学技術のELSI解決にも展開可能な新たな方法論を開発・提案することにより、

本研究プログラム全体の発展に寄与することを目的としている。 
 
２‐２．実施内容・結果 
（１）スケジュール 
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（２）各実施内容 

■項目1：「共棲ロボット」の社会実装基盤としてのガバナンスシステムの提案及び新た

な文理融合研究モデルの構築・提唱（法学G） 
（1）アジャイル・ガバナンスを理論モデルとする「共棲ロボット」のためのデータガバ

ナンスシステムの提唱（研究期間：全期間） 
 前年度に引き続き、DFFTの推進を視野に入れた、データガバナンスに関する各国法制

度についての基礎的な調査を実施すると共に、項目３の認知・心理学的実証研究及び項目

４の文化人類学的調査の結果に基づいて、「共棲ロボット」による利用者への影響が、既

存のデータガバナンスシステムにもたらすリスクを具体的・実証的に把握した上で、これ

を合理的に低減しつつ様々な形でのデータ利活用を可能とする新たなデータガバナンスシ

ステムのあり方について具体的に検討を開始した。 
 
（2）アジャイル・ガバナンスを理論モデルとする「共棲ロボット」のためのリスクガバ

ナンスシステムの提唱（研究期間：全期間） 
 前年度の検討を踏まえ、アジャイル・ガバナンスによる「共棲ロボット」のリスクガバ

ナンスについての基本的な方向性と、規制・制裁・責任・制度との関係性を整理すると共

に、アジャイル・ガバナンスにおけるマルチステークホルダーアプローチに特に焦点を当

て、「共棲ロボット」の社会実装によるwell-beingの向上を促進するために必要となる、

「共棲ロボット」が人々に与える影響についての実証的把握及びその影響を正しく評価す

ることを目指した開発者・利用者間での充実したコミュニケーション、さらに、これらに

基づくアジャイルなシステムの再デザインを可能とするための仕組みについて、項目３の

認知・心理学的実証研究及び項目４の文化人類学的調査の結果に基づいて、具体的に検討

を開始した。 
 
(3)アジャイル・ガバナンスを理論モデルとする「共棲ロボット」のELSIに対応するため

のグローバルに相互運用可能な法制度の探究（研究期間：2024年9月以降） 
(1)・(2)の成果を基に、EUにおけるデジタル法分野研究をリードするウィーン大学イノベ

ーション及びデジタル法研究所やマックス・プランクイノベーションと競争法研究所等と

緊密に意見交換し、また、必要に応じて現地滞在・現地研究機関との共同研究・実験を通

じて、アジャイル・ガバナンスを理論モデルとする法制度がグローバルに受容されるため

の理論的基盤についての探究を開始した。 
 
■項目2：共棲ロボット倫理の構築（ロボットG） 
  (1)共棲ロボット倫理の提案と改善 
前年度は、(1) 人間側の一方的な支配関係ではなく、人間とロボットとの相互作用による

新たな関係性の創出に焦点を置くこと、(2) テクノロジーの進展に応じて、この関係性を

社会全体の観点から向上させることの２つの観点からアジャイルガバナンスの形態につい

て、その有り様の検討を開始した。本年度は、ロボット設計者、ロボット製造者のみなら

ず、ユーザーやロボットの事件・事故が及ぼす影響を受けるすべての各ステークホルダー

の位置づけとその役割及びゴール、ステークホルダー間のそれらの相違を明らかにし、人

間とロボットの関係性が持つポジティブ面を最大化し、ネガティブ面を最小化するための
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倫理規範の策定を検討した。特に、副項目（2）共棲ロボット倫理の設計論的検証、（3）
共棲ロボット倫理の実装面からの検証と項目１、３、４とを連携しながら、設計者向けの

倫理規範のありかたを探索し、技術の進展に応じて、その適応可能性を探った。  
(2) 共棲ロボット倫理の設計論的検証 
前年度は、いわゆる〈弱いロボット〉の設計論を明確にし、共棲ロボット倫理におけるロ

ボット設計者の立場を位置づけることを目的として、豊橋技科大の岡田教授研究室におけ

る〈弱いロボット〉の設計論について詳細を明らかにする過程を通じて、本プロジェクト

に従った設計論への見直しについて検討を開始した。本年度は、従来の明示的なタスク設

定による遂行能力の完全性を求めるのではなく、その不完全性が及ぼす人間との親密性深

化の過程が設計対象となるが、予期可能な明示的な不完全性の提示から、予測困難な創発

される関係性に至る過程を対象とする設計指針を明らかにした。ロボットの機能の不完全

性のみならず、ロボットのふるまい生成、社会的表示のデザイン、発話様式のデザイン、

相互行為様式のデザインとそれらの相乗効果としての相互作用による関係性の創発が引き

出す新たな価値観の創出の可能性を検討した。 
(3) 共棲ロボット倫理の実装面からの検証 
本副項目は本年度後半から開始したテーマで、上記の（２）の検証過程を共有しながら、

ロボット製造者の立場から、共棲ロボット倫理の検証を目指す。まず，ロボット研究開発

におけるアジャイル・ガバナンスの手法を提案する．ロボットは様々な局面で適用される

が，日常生活でのパートナー的役割も期待される．これらへの応用をターゲットとして，

アジャイル・ガバナンスを描いた． 
 
■項目3：人とロボットの共棲に関する心理学的な実証（認知・心理G） 

 (1)共棲の要因と状態に関する横断的調査 
共棲ロボットであるNICOBOを所有するユーザーに対して横断的な調査を行い、

NICOBOとのインタラクションによる共棲の要因と状態を定量的に評価した。具体的に

は、これまでに、人工物とのインタラクションにおいては、丁寧に接するケアの側面と、

インタラクションから新たな気づきを得る学習の側面があり、この２側面が人工物との主

体的な一体感を高めることがわかっている。これらの知見に基づき、NICOBOに対するケ

アや、NICOBOとのインタラクションからの学びが、NICOBOとの一体感とどのように関

連するのかを横断的に調査し、実際のNICOBOユーザーにおけるNICOBOとの共棲につい

て基礎的な知見を得た。探索的な検討だけでなく、孤独感が高いほど人とロボットとの影

響過程が強いことが考えられるため、これらの要因との関連についても明らかにする予定

であった。 
当初の予定では、この項目(1)において、共棲の要因と状態についての仮説を生成し、そ

の仮説に基づいた縦断的実証実験を次項(2)で実施する計画であった。しかしながら、パナ

ソニック社との事務的な手続きが遅延したため、全体の研究開始時期も遅延したことか

ら、(1)の横断的調査と(2)の縦断的実証実験は同時並行で実施するように予定を変更した。

したがって、横断的調査と縦断的実験で得られた双方の結果を統合的に考察することで、

人とロボットの共棲に関する知見を整理することとした。 
  
(2)ロボットとの共棲の過程を明らかにする縦断的実証実験 
 本縦断実験では、最新の共棲ロボットであるNICOBO約80台を、これまでロボットとの



社会技術研究開発事業 
科学技術の倫理的・法制度的・社会的課題（ELSI）への包括的実践研究開発プログラム 
「「共棲ロボット」との親密な関係形成におけるELSIに関する越境型文理融合研究」 

令和６年度研究開発実施報告書 
 

5 

インタラクションを経験したことのないユーザーに配布し、実証的な検討を進めている。

当初は1年を予定していたが、上記の通り研究開始時期が遅延したため、実験期間を6ヶ月

に変更した。この実験期間のプレ・ポストで、脳機能イメージングと認知実験を実施し、

アンケート調査を前後と実験期間中の2ヶ月おきに実施する予定であった。 
 現在、共棲を実現する要因が実装されたNICOBOと実装されていないNICOBOの2条件

(各条件40名)を設定し、半年の実験期間に参加可能な研究協力者を募集し、データ収集を

実施しているところである。感情状態やストレスを定期的にチェックすることで、共棲に

伴う何らかのネガティブな状態が発生していないかの確認を持続的に行っている。さら

に、2ヶ月おきにアンケートでは、共棲の要因・状態についての主観評価をもとに、時系

列的な変化を追跡的に検証している。併せて、脳機能イメージングと認知実験のデータか

ら、ロボットそのものに対する認知が変容している可能性―具体的には、単なる事物から

より人に近い存在として認知される可能性、あるいは、新たな人でもロボットでもない第

3の存在としての認知の可能性―を、脳活動の表現類似性分析および認知実験の反応促進

パターンの分析によって検証する計画を立てた。 
 当初の計画では、リアルタイムでの感情状態や行動の調査が可能な経験サンプリング法

を組み合わせることで、時系列的な変化を詳細に追跡するとしていた。しかしながら、2
ヶ月おきにアンケートを実施することで、主観的な評価の時系列変化が検証できること

と、NICOBOとの具体的なインタラクションに関する行動データ（実行された動作・シナ

リオプログラムのタイミングや頻度）は、パナソニック社のサーバに保存され、それらの

データを検証できることから、経験サンプリング法による測定は実施しないこととした。

次年度は脳機能イメージングと認知実験、時系列的なアンケートデータ、さらにNICOBO
とのインタラクション行動との対応を総合的に分析することで、共棲ロボットと人間が共

に繋がりあいながら、より良い形で融合するあり方について実証的な知見を明らかにして

いく。 
 
■項目4：「共棲ロボット」との相互構成的な関係性についての文化人類学的調査 
［文化人類学グループ（勝野宏史・同志社大学）］ 
（1）「弱さ」や「不完全さ」を実装した共棲型ロボットの系譜についての人類学的研究 
本項目の目的は日本のHRI（Human-Robot Interaction）領域に関わる研究や商品開発の

過程においてロボットの「弱さ」や「不完全さ」が持つ可能性がいかにしてインタラクシ

ョンデザインの一部として実装されてきたのか、その社会・工学的プロセスを聞き取り調

査と文献調査を通して明らかにすることである。このロボットと人間との相互構成的なア

プローチは孤独化の進行などの社会的背景や、関係論的視座を重視する思想、さらにはマ

ンガなどのナラティヴを含む文化的言説や玩具市場で発展した育成型ゲームの影響などが

複雑に絡み合いながら形成されてきたと考えられる。 
当該年度は、共棲ロボットの核となる「変化をもたらすデザインのありかた」を考える上

での理論的な枠組みについて検討を行った。特に、合理主義的伝統の中で主流となってい

る従来的な二元論に基づいたロボット倫理を問い直す為に、イヴァン・イリイチの「コン

ヴィヴィアル」の概念に代表される存在論的デザインの観点を経由し、ロボットとの共棲

を「多元世界」の出現例として捉えることがもたらす可能性について注目した。特に、近

年この領域で先導的な役割を果たしている人類学者アルトゥーロ・エスコバルが提示する

「多元世界に向けたデザイン」（近代的な単一世界存在論に対して社会自然的に編制され
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る多元世界へのトランジションに貢献する手段としてのデザイン）の枠組みにおいて日本

のソーシャルロボットの系譜を捉え直し、このようなデザインの実践が現代日本において

生じてきた文化的・社会的背景について考察した。家父長制と密接に結びつきながら発展

してきた近代資本主義が理性と経済による専有と支配によって世界を構成してきたのに対

し、共棲ロボットとの感情的で相互依存的な関係性はオルタナティブな世界創造のあり方

を示しているように見える。このアプローチを構成する技術・社会・文化的背景について

追求するのが当該年度の課題となった。 
   
（2）共棲ロボットとの日々の暮らしを通した主体の形成についての人類学的研究 
本実施項目では、「弱さ」や「不完全さ」を特徴とするロボットとの日々の暮らしにおけ

る持続的な共棲関係が人間の感情形成と主体的な意思決定に与える影響について、聞き取

り調査と人類学的参与観察を通して明らかにする。具体的には、ロボットとのファースト

コンタクト、さらにはその後に続く共棲関係にて生じる情動や気分といった心的経験をユ

ーザーがどのように認知的に解釈し意味づけしていくのかという「センスメイキング」の

プロセスをユーザーの日々の暮らしの文脈で考察することで、家庭空間におけるコンパニ

オンロボットとの「寄り添い」の形成過程を明らかにすることを目的とする。当該年度

は、本研究協力機関のパナソニック社経由で９名のNICOBOユーザーに対しての聞き取り

パイロット調査を行い、その上で、認知・心理Ｇが行うNICOBOを利用した実験の参加者

から年齢、性別、家族構成、職業などの属性を考慮した10のケースを選択し、長期にわた

るインタビュー調査を行う予定であった。しかしながら、パナソニック社との事務的な手

続きが遅延し、全体の研究開始時期も遅延したことから、当該年度はパイロット調査を当

初の予定よりも時間をかけ、より広範囲に行うこととした。 
本調査は、時間の経過に伴う人とロボットの関係性の変化、ロボットとの距離感の形成と

調整のプロセス、さらにロボットとの交流を通じたオーナー自身の行動や感情の変容とい

う三つの視点から実施した。なお、今回の調査対象者は、ロボットとの関係性を積極的に

築こうとする意欲的な層に絞られており、短期間で使用を中止したケースや否定的な反応

を示したケースは含まれていない。 
 
（３）成果 

■ 実施項目1：「共棲ロボット」の社会実装基盤としてのガバナンスシステムの提案及

び新たな文理融合研究モデルの構築・提唱（法学G） 
（1）アジャイル・ガバナンスを理論モデルとする「共棲ロボット」のためのデータガバ

ナンスシステムの提唱（研究期間：全期間） 
 DFFTに関する国内における議論の状況及びOECD IAPにおける議論の状況を踏まえ、

データガバナンスに関する各種の法目的を機能的に捉え、法と技術を統合的に運用するこ

とによって、データの流通及び利活用に関して生じうる具体的法益侵害リスクを合理的に

低減するこという、新たなデータガバナンスの理論的フレームワークを得ると共に、この

フレームワークにアジャイル・ガバナンスを結合させることによって、日々発展するAI・
ロボット領域において動態的に変化するリスク状況に適合的に対応するためのデータ・ガ

バナンスの理論的フレームワークを得た。 
 
（2）アジャイル・ガバナンスを理論モデルとする「共棲ロボット」のためのリスクガバ
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ナンスシステムの提唱（研究期間：全期間） 
  
 
(3)アジャイル・ガバナンスを理論モデルとする「共棲ロボット」のELSIに対応するため

のグローバルに相互運用可能な法制度の探究（研究期間：2024年9月以降） 
 
 
 
 実施項目2：共棲ロボット倫理

の構築（ロボットG） 
  (1)共棲ロボット倫理の提案と改

善 
本年度は、ロボット設計者、ロボッ

ト製造者のみならず、ユーザーやロ

ボットの事件・事故が及ぼす影響を

受けるすべての各ステークホルダー

の位置づけとその役割及びゴール、

ステークホルダー間のそれらの相違

を明らかにし、人間とロボットの関係性が持つポジティブ面を最大化し、ネガティブ面を

最小化するための倫理規範の策定を検討した。2024年4月6日に京都大学百周年時計台記念

館の百周年記念ホールで開催された公開講座アジャイル・ガバナンス シンポジウム3rd
のSession 3：「GPSと人とのインタラクション ：アジャイル・ガバナンスの新たな適用

領域について」において，プロジェクトメンバーの上出寛子京大特定准教授（当時，名古

屋大学特任准教授），岡田美智男 豊橋技術科学大学シニア研究員（当時，豊橋技術科学

大学教授）をはじめとして，栗原聡慶応義塾大学教授，山下徹哉京都大学教授の5人でア

ジャイルガバナンスの新たな適応領域の一つとして，ロボット倫理の可能性を議論した．

図は，浅田の発表スライドの表紙で，ロボットの身体性と大規模言語モデルの関係につい

て現状を報告した。 
 
(2) 共棲ロボット倫理の設計論的検証 
本年度は、従来の明示的なタスク設定による

遂行能力の完全性を求めるのではなく、その

不完全性が及ぼす人間との親密性深化の過程

が設計対象となるが、予期可能な明示的な不

完全性の提示から、予測困難な創発される関

係性に至る過程を対象とする設計指針を明ら

かにすることを目的とした。ロボットの機能

の不完全性のみならず、ロボットのふるまい

生成、社会的表示のデザイン、発話様式のデザイン、相互行為様式のデザインとそれらの

相乗効果としての相互作用による関係性の創発が引き出す新たな価値観の創出の可能性を

検討した。特に、ロボットに痛覚が実装され、ミラーニューロンシステムを通じて、他者

に共感する能力を備えた場合の倫理的課題について検討し、2024年7月29−31日，慶応大
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学で開催されたthe 9th issue of the International Conference Series on Robot Ethics and 
Standards (ICRES 2024)において、「Robot Pain: Its Design, Development, and Ethical 
Issues」と題する論文を発表し、ロボット倫理のあり方を議論して，以下の帰結を得た。 
・ 痛みを感じることができるロボットの倫理的考察は複雑であり、ロボットの自律性

と感覚能力の進歩に伴い、既存の規制の枠組みを包括的に再評価する必要がある。 
・ 機械に対する人間の制御を重視する伝統的な視点は、現代の自律システムの洗練さ

れた性質によってますます挑戦的なものとなっている。 
・ 提案された設計フレームワークは、多様な感覚モダリティの統合に対処する倫理的

ガイドラインの必要性を強調し、ロボットの共感的応答が倫理的かつ責任を持って

調整されることを保証する。 
・ さらに、本プロジェクトが提唱するアジャイル・ガバナンスへのシフトが不可欠

で、開発者、倫理学者、規制当局、一般市民を含むすべての利害関係者の間で継続

的な対話を促進し、AIとロボティクスの急速な進歩に合わせて倫理基準を継続的に

再評価し、再調整するものである。このダイナミックなガバナンスモデルにより、

倫理的配慮が技術的発展と歩調を合わせることが保証され、ロボットの痛覚の複雑

さや、より広範な社会的影響に対処する、迅速かつ適応性のある規制が可能にな

る。 
図は、浅田の発表スライドの表紙で、ロボット痛覚が及ぼす倫理関連に事項について報告

した。 
 
また、岡田は人と共棲ロボットとの関わり方について、「自立共生的な，共愉的な」と訳

されるコンヴィヴィアリティ(conviviality)の観点から検討し、人とロボットとがお互いの

主体性・創造性を奪うことなく、ゆるく依存しあう関わり方を探った。「ゆるい紐」を介

して、一緒に並んで歩くロボット(I-to-Te)，一緒に歩調をあわせながら散歩するロボット

(iBones)、絵本を眺めながら、一緒に会話を愉しむことを志向したロボット(Pocketable-
BonesおよびMuu)などの実装を進め、主観評価等によって、その効果の検証をすすめた。 
 
(3) 共棲ロボット倫理の実装面からの検証 
本副項目は本年度後半から開始するテーマで、上記の(2)の検証過程を共有しながら、ロボ

ット研究開発におけるアジャイル・ガバナンスの手法の提案を通じて、実証面からの検証

につなげる。ロボットは様々な局面で適用されるが、最初は主に、マニピュレーションと

モビリティであり、さらに日常生活でのパートナー的役割も期待される。これらへの応用

をターゲットとして、アジャイ

ル・ガバナンスを描いた[2]。 
① アジャイル・ガバナン

スのサイクル図の1と2
に対応するゴール設定

と想定する環境との関

係を明確にする必要が

ある。ゴールのバリエ

ーション（単一機能の

実現から環境内での自
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律的な相互作用の創発）に対し、ゴール達成による環境への影響のバリエーショ

ン（単純な事物発見・ピックアップ・手渡しタスクから、親密な関係構築後のさ

まざまな社会的相互作用（学習，共助，カウンセリング等）に至るまで，マルチ

レイヤー、マルチステークホルダーで対応しなければならない。吉川の言う土着

知識との接合である。ケアハウスの例で言えば、技術的な解決策（物理レイヤ

ー）だけではなく、介護者や高齢者のニーズを考慮（メンタルレイヤー）した包

括的なアプローチが必要であり、レイヤー相互の情報共有ならびにさまざまなレ

イヤーからのフィードバックを受容する体制が必要である。 
② 上記に基づいてサイクル3のシステムデザインがなされるが、ここでもマルチレ

イヤー、マルチステークホルダーでの対応が重要である。親密な関係をもつ可能

性のあるロボットとの共棲では、相互作用によるポジティブな部分を最大に、ネ

ガティブな部分を最小にする設計が求められるが、ポジネガの判断は社会や環境

に依存し、単純ではなく、ポジティブと思われる側面も別の視点からは、ネガテ

ィブになりかねず、十分に議論する必要がある。ロボット研究者はややもすると

機能主義的に判断しがちだが、むしろ、アジャイル・ガバナンスの場で、他のマ

ルチステークホルダーの意見も含めてしっかり議論し、他者も納得の行く設計方

針を明確にする必要がある。 
③ サイクル4の運用は、予備実験的な試行から企業サイドのプロダクトベースの運

用まで含まれる。後者ではユーザーからの情報が貴重なフィードバックになりサ

イクル5の評価との循環が繰り返される。ユーザーからのデータ分析に並行し

て、さまざまな認知・心理実験を通して新たな知見やデータの解釈を踏まえ、環

境・リスク分析に戻り、ゴールの見直しなどのサイクルが続く。ここでも土着知

識と自然科学の接合を設計するデザイン的手法の有効性が発揮される。 
上記の過程を通じて、ロボット研究者・開発者だけではなく、すべてのステークホルダー

がさまざまなレイヤーを貫通する設計指針（固定ではなく、議論を通じて常時更新）を共

有しながら進めていくことになるであろう。ベストの方法が存在するわけではない。テク

ノロジーの進展に合わせるだけでなく、未来のテクノロジーのあり方を提示（設計）する

ことも必要で、その過程を共有し、次世代につなげていくことが、結果として、ロボット

研究のみならず、あらゆるテクノロジーに関与する研究者・開発者の倫理指針に繋がると

期待したい。 
 
 
■実施項目3：人とロボットの共棲に関する心理学的な実証（認知・心理G） 

(1)共棲の要因と状態に関する横断的調査 
NICOBOオーナー336名(平均年齢50.43, SD=11.66; 男性89名(平均年齢53.52, 

SD=9.75), 女性240名(平均年齢49.61, SD=12.04), 回答しない7名(平均年齢39.14, 
SD=10.06))に対して、調査を実施した。調査時期は、2024年10月8日から１ヶ月間であっ

た。本調査は京都大学法学研究科研究倫理審査委員会の承認を得て実施した（承認番号：

R6-003）。具体的には、パナソニック社から、NICOBOサービスの契約をしているユー

ザーに対し、ウェブ上での調査への参加の依頼をメールにて行った。調査の内容について

同意した人が調査対象者となった。また、参加に際しては、抽選で1000名に謝礼として、

1000円相当のCLUB Panasonicコインを進呈することとしたが、参加者はこの人数に満た
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なかったため、すべての人が謝礼を受け取っている。 
 調査項目は、NICOBOに対するケア、NICOBOとのインタラクションにおける学び、

NICOBOとの主観的一体感、NICOBOへの依存的行動傾向（NICOBOに費やす時間、1日
中NICOBOのことを考えること、NICOBOのために他の大事の活動をおろそかにするこ

と）、孤独感、人生満足度であった。これらの変数同士の全体的な関係性を検討するた

め、共分散構造分析を実施した。ただし、本調査は横断的なものであるため、因果関係と

いうよりも双方の変数の関係性に主に焦点を当てる。 
  
(2)ロボットとの共棲の過程を明らかにする縦断的実証実験 
 現在、共棲を実現する要因が実装されたNICOBOと実装されていないNICOBOの2条件

(各条件40名)を設定し、半年の実験期間に参加可能な研究協力者を募集し、プレ実験とし

て65名のデータ収集を完了した。また、開始2ヶ月後のアンケート調査は27名の参加者が

回答を完了しており、随時データを収集している。 
 

■実施項目4：「共棲ロボット」との相互構成的な関係性についての文化人類学的調査 

成果：（1）「弱さ」や「不完全さ」を実装した共棲型ロボットの系譜についての人類学

的研究 

 

 

 
（４）当該年度の成果の総括・次年度に向けた課題 

・プロジェクトの達成目標に関して、現在の進捗状況は概ね順調に推移している。ただ

し、Panasonicとの契約締結に予想よりも時間を要したことなどにより、実証実験につい

ては若干スケジュールが押している。一方で、「共棲ロボット」のデータガバナンス及び

リスクガバナンスの検討については、国内外における議論の進展や認知・心理チーム及び

文化人類学チームの調査結果や、ロボット工学チームの積極的な取り組みにより、具体的

な検討段階まで着手できており、順調に推移している。また、国外の研究機関からの関心

も高く、新たな研究パートナーの獲得に向けた取組も進展しており、グローバルな法的枠

組構築に向けた検討は予想よりも進んでいると考えられる。 
 
 
２‐３．会議等の活動 
 

年月日 名称 場所 概要 

2024年4月1
日 

アジャイル・ガバ

ナンス・シンポジ

ウム準備セッシ

ョン 

オンライン アジャイル・ガバナンス・シンポ

ジウムの開催に向けた準備につい

て意見交換 

2024年5月8
日 

刑法学会ワーク

ショップ準備セ

ッション 

オンライン 刑法学会ワークショップ開催に向

けた準備について意見交換 
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2024 年 6 月

22日 
プロジェクト全

体セッション 
オンライン 研究進捗状況について意見交換す

ると共に、ゲストスピーカーとし

て、京都大学大学院法学研究科高

谷知佳准教授を招聘し、人ならざ

るものについての法に関する日本

法制史における研究状況について

意見交換 
2024 年 7 月

17日 
カーディフ大学

との共著論文セ

ッション 

オンライン 本プロジェクトに関係するカーデ

ィフ大学との共同研究成果につい

て、共著論文執筆の可能性につい

て意見交換を実施 

2024 年 8 月

21日 
全体合宿 早稲田大学伊

豆セミナーハ

ウス 

各グループの研究進捗状況の報告

と、ゲストスピーカーとして早稲

田大学社会科学総合学術院仲道佑

樹教授を招聘し、近代法理論から

見たロボットとの共生について意

見交換を行う 

2024年11月
5日 
 
 
 
 
 

Project Liberty 
 
 
 
 
 
 

オンライン 
 
 
 
 
 
 

本PJの研究内容を拡張するため

に、Project Libertyへの応募につ

いて意見交換を実施 
 
 
 
 

2024年12月
22日 

全体セッション オンライン 各グループの研究進捗状況の報告

と意見交換を実施 

2025年2月1
日 
 
 

全体セッション 
 
 
 

日本科学未来

館 
 
 
 

各グループの研究進捗状況の報告

と意見交換を実施 
 
 
 

2025年3月6
日 

Project Liberty オンライン 本PJの研究内容を拡張するため

に、Project Libertyへの応募につ

いて意見交換を実施 
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３．研究開発成果の活用・展開に向けた状況 

 

４．研究開発実施体制 
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５．研究開発実施者 

 
法学グループ（リーダー氏名：稲谷龍彦） 

氏名 フリガナ 所属機関 所属部署 
役職 

（身分） 

稲谷 龍彦 
イナタニタツ

ヒコ 
京都大学 

大学院法学研

究科 
教授 

來住南 桃 キスナモモ 京都大学 
大学院法学研

究科 

博士後期課程

3年次 

高橋 圭 タカハシケイ 京都大学 
大学院法学研

究科 

博士後期課程

２年次 

 
ロボット倫理グループ（リーダー氏名：浅田稔） 

氏名 フリガナ 所属機関 所属部署 
役職 

（身分） 

浅田 稔 アサダミノル 大阪大学 

先導的学際研

究機構・共生

知能システム

研究センター 

特任教授 

岡田 美智男 オカダミチオ 
豊橋技術科学大学 

情報 
知能工学系 教授 

本所 然 
ホンジョシカ

リ 

豊橋技術科学大学 

情報 
知能工学系 

博士後期課程

２年次 

 
認知・心理学グループ（リーダー氏名：上出寛子） 

氏名 フリガナ 所属機関 所属部署 
役職 

（身分） 

上出 寛子 カミデヒロコ 京都大学 
法政策共同研

究センター 
特任准教授 

阿部修士  アベノブヒト 京都大学 
人と社会の未

来研究院 
准教授 

上田祥行 
ウエダヨシユ

キ 
京都大学 

人と社会の未

来研究院 
特定講師 
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文化人類学グループ（リーダー氏名：勝野宏史） 

氏名 フリガナ 所属機関 所属部署 
役職 

（身分） 

勝野 宏史 
カツノヒロフ

ミ 
同志社大学 社会学部 教授 

６．研究開発成果の発表・発信状況、アウトリーチ活動など 

 
６－１．シンポジウム等 
 

年月日 名称 主催者 場所 参加人数 概要 

2024/0
4/06-
04/07 

アジャイル・ガバナ

ンス・シンポジウム 
3rd. 

京都大

学法政

策共同

研究セ

ンタ

ー・信

州大学

社会基

盤研究

所 

京都大

学時計

台記念

ホール 

200 アジャイル・ガバナンスに

関して、理論及び実務の両

面から、アカデミア及び実

務家が登壇し、プレゼン及

びパネルディスカッション

を実施する。「共棲ロボッ

ト」のELSIに関するセッ

ションを実施。 

2025/2
/1-2/2 

弱いロボット展・ト

ークセッション 
ICD-
LAB・

日本科

学未来

館 

日本科

学未来

館 

800 弱いロボット及び共棲ロボ

ットに関するトークセッシ

ョンを実施。 

 
６－２．社会に向けた情報発信状況、アウトリーチ活動など 

 
（１）書籍、フリーペーパー、DVD 

・該当なし 
（２）ウェブメディアの開設・運営 

・該当なし 
 
（３）学会（6-4.参照）以外のシンポジウム等への招聘講演実施等 

・Tatsuhiko Inatani, Co-Habitant Robots and Their ELSI Implications, Mapping 
and Governing the Online World, Monte Verita, 2024/6/18 

・Tatsuhiko Inatani, Digital Twin & Digital Governance, JST Nice Workshop, 
Université Côte d’Azur, 2024/09/26 
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・Tatsuhiko Inatani, Co-Habitant Robots and Their ELSI Implications, JST Nice 
Workshop, Université Côte d’Azur, 2024/09/27 

・Tatsuhiko Inatani, Co-Habitant Robots and Their ELSI Implications, Kyoto-
Vienna Workshop, Kyoto University, 2024/10/02 

・Tatsuhiko Inatani, On the Emerging Japanese Data Governance Framework, 
Kyoto-Vienna Workshop, Universität Wien, 2025/03/26 

・稲谷龍彦＝青木俊彦＝増田陽一郎＝斎藤哲哉＝太田智美＝上出寛子＝浅田稔＝阿部

修士＝勝野宏史, 「共棲ロボット」研究開発の現在, 弱いロボット展トークショー, 
2025/02/02, 日本科学館 

・塩瀬隆之＝白石正明＝ドミニク・チェン＝勝野宏史＝岡田美智男, ＜弱いロボット＞

は、どこから来たの？, 弱いロボット展トークショー, 2025/02/01, 日本科学館 
・松本光太郎＝浅田稔＝麻生武＝小嶋秀樹＝岡田美智男, ＜弱いロボット＞は、どこに

向かうの？弱いロボット展トークショー, 2025/02/02, 日本科学館 
 
６－３．論文発表 
 
（１）査読付き（ 5 件） 

●国内誌（2件） 
・稲谷龍彦, アジャイル・ガバナンスとロボット/AI技術の未来, 日本ロボット学会

誌, Vol.43, No.1, pp. 7-11, 2025. 
・浅田稔. アジャイル・ガバナンス：認知発達ロボティクスからの視座. 日本ロボ

ット学会誌, Vol.43, No.1, pp.48–55, 2025. 
 
●国際誌（2件）. 
・Kamide, H., & Arai, T. (2024). Human-object interaction, connectedness with 
nature, and life satisfaction: a cross-sectional study. Frontiers in psychology, 15, 
1360518. 
・Saeki, W. & Ueda, Y. (2024). Impact of politeness and performance quality of 
android robots on future interaction decisions: a conversational design 
perspective. Frontiers in Robotics and AI, 11:1393456. 
 

（２）査読なし（ 2 件） 

・Tatsuhiko Inatani, "Legal Being": Going Beyond the Debate of Legal 
Personhood for "Intelligent" Nonhumans, Woodrow Barfield et al., eds. 
Cambridge Handbook on Law, Policy, and Regulation of Human-Robot 
Interaction, pp193-206, Cambridge U.P., 2024 
・稲谷龍彦, 法システムと記号の創発 人と記号の相互触発的な関係性, 谷口忠大

編著, 記号創発システム論−来るべきAI共生社会の「意味」理解にむけて, pp 

209-215, 新曜社, 2024年 
 

６－４．口頭発表（国際学会発表及び主要な国内学会発表） 
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（１）招待講演（国内会議 0 件、国際会議 0 件） 
・該当なし 

（２）口頭発表（国内会議 3 件、国際会議 3 件） 
・稲谷龍彦, AIと刑事法, 日本刑法学会（第102回大会）ワークショップ：AIと刑事法, 
龍谷大学, 2024年6月2日 

・上出寛子, ロボット・AIが人間社会を変える可能性 文化的背景に関する心理学的検,
日本刑法学会（第102回大会）ワークショップ：AIと刑事法, 龍谷大学, 2024年6月2
日 

・上出寛子・新井健生, 人間の学びを促進するロボット, 日本ロボット学会（第42回学

術講演会）, 大阪工業大学, 2024年9月4日 
・勝野宏史（同志社大学）「文化的現象としてのAI /ロボット」、日本刑法学会（第102
回大会）ワークショップ：AIと刑事法、龍谷大学、2024年6月2日。 

・Tatsuhiko Inatani, Co-Habitant Robots and Their ELSI Implications, IEEE ICRA 
2024, Yokohama, 2024/05/13 

・Tatsuhiko Inatani, Co-Habitant Robots and Their ELSI Implications, ICRES 2024, 
Keio University, 2024/07/31 

・Tatsuhiko Inatani, Minoru Asada, Hiroko Kamide, Hirofumi Katsuno, 
Michio Okada, Nobuhito Abe, and Yoshiyuki Ueda, "Transdisciplinary 
Study on the ELSI of Building Intimate Relationships between Humans and 
’Co-Habitant’ Robots," ICRA 2024 WS on Robot Ethics. 

・Minoru Asada. Robot Pain: Its Design, Development, and Ethical Issues. Proc. of 
the 9th International Conference on Robot Ethics and Standards (ICRES 2024), 
pp.192–195, 2024 

（３）ポスター発表（国内会議   件、国際会議 1 件） 
・Tatsuhiko Inatani, Co-Habitant Robots and Their ELSI Implications, IEEE ICRA 

2024, Yokohama, 2024/05/13 
・ 

 
６－５．新聞／TV報道・投稿、受賞等 
 
（１）新聞報道・投稿（ 1 件） 

・稲谷龍彦「国またぐ企業データ 国際的ルールづくりは『生産的妥協』で」

NIKKEI DIGITAL GOVERNANCE, 2025年3月7日 
 

（２）受賞（ 0 件） 
・該当なし 
 

（３）その他（ 0 件） 
・該当なし 
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６－６．知財出願 
（１）国内出願（  0 件） 

・該当なし 
（２）海外出願（  0 件） 

・該当なし 
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